
豊田市上下水道局企画課

豊田市駅市街地再開発事業
における下水熱利用について

豊田市下水道イメージキャラクター
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～「ミライ・チャレンジ都市」豊田市の取組～
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■「環境モデル都市とよた」

豊田市のスローガン「ミライのフツー」を目指す
「環境モデル都市」として国から選定（平成２１年５月）

■「ミライのフツー」を目指す
単位：万t-CO2

30%削減

50%削減

総排出量
360.8 総排出量

257.7

総排出量
515.4

1 取組の背景

下水道事業者として「まちなか」で行える下水熱に着目し「下水熱
利用による環境負荷の低減」の取組を推進
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下水道法の改正

■高齢者福祉施設の給湯システムに下水熱利用
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2 取組の経緯

• 民間企業による下水管内の熱交換器設置が可能に

下水熱利用マニュアル（案） の策定

H24. 8

民間事業者による下水熱利用手続きガイドラ
イン の策定（国交省）

下水熱利用推進協議会の設置（国交省）
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H25.10 下水熱利用について検討開始

H26. 5 下水熱利用給湯システム導入決定・公表
（報道発表）

H27. 3

5

事業スキーム３者合意
（福祉施設管理者、積水化学工業（株）、豊田市）

12 下水熱利用に関する協定の締結
（積水化学工業（株）、豊田市）

目的：役割分担、費用負担、所有権等の明確化

7 民間事業者等による下水熱の利用促進に向け下
水熱利用マニュアル（案）の改訂（国交省）
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H28. 1 下水熱利用に係る工事発注（豊田市）
・管更生 56,000千円（長寿命化支援制度）
・熱回収管 5,000千円（新世代下水道支援事業制度）

3 同工事完成

H28.11 下水熱利用に関する変更協定の締結
（積水化学工業（株）、豊田市）
目的：役割分担、費用負担、所有権の変更

H29. 1 下水熱利用に係る工事発注（豊田市）
・熱輸送管 19,000千円
（新世代下水道支援事業制度）

3 同工事完成

10 施設側下水熱関連設備工事完了（積水）

11 下水熱関連施設等試運転開始

H30. 1 熱源供給契約の締結（福祉施設管理者、
積水化学工業（株）、豊田市）

2 供用開始（施設利用者入居開始）

H30. 4 効果の検証（3か月）
省エネ効果、Ｃｏ2削減量の解析

供用開始後、1年を通して効果の検証
省エネ効果、Ｃｏ2削減量の解析

H31. 3
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この安定した温度エネルギーを
ヒートポンプの熱源として

給湯等に活用

■下水熱の特徴
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豊田市駅前における外気温と下水温度（2014）
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最高気温観測日における下水管路内温度測定データ（2014.7.25）

外気温

下水温度

下水の水温は大気に比べ、
夏は冷たく、冬は暖かい
年間を通して温度が安定

ＣＯ2の削減や
省エネ効果を発揮！

給湯の場合
夏場は空気の方がいいのでは…

・液体の方が熱交換効率が良い
・年間を通して安定

3 下水熱利用技術（１/２）

下水の温度
冬季平均19℃ 夏季平均27℃
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３ 下水熱利用技術（２/２）
■らせん方式による下水熱回収

◆管更生と同時に熱交換管設置（下水熱を回収）

◆「下水熱」の回収技術
下水道管内で熱を回収するタイプ

らせん方式 熱交換マット方式 管底設置方式（樹脂） 管路一体方式

特徴
・管更生と同時に熱回収管を設置
・口径1,000ｍｍ以上
・通水面がフラット
しかし、豊田市では・・・
・約1,420kmの下水道管（汚水）

が設置
・利用可能な下水道管は約6km

（全体の0.4%）
※1 口径1,000mm以上
※2 設置後20年以上経過

Φ1,000ｍｍ以上 Φ250～800ｍｍ Φ800ｍｍ以上
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商業・業務棟 住宅棟
高齢者施設棟

◆完成後パース 再開発事業区域

高齢者施設棟
• 地上8階（高さ約34m）／地下2階
高齢者施設
• 延べ床面積：約7,800m2
• 特別養護老人ホーム：約90床
• 介護付き有料老人ホーム：約40床 など

◆平面図

採熱概要
• 管種・管径：HPφ1000
• 延長：L=175m
• スパン数：2スパン
• 布設年度：昭和60年

市役所

■高齢者福祉施設に下水熱利用給湯システムを採用
４ 下水熱利用事業の概要（１/４）

名鉄豊田市駅
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③熱輸送管

①更生管

②熱回収管

官民
境界

熱利用者
（高齢者施設事業者）

②

③

ガスボイラー
※ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用

①

循環ポンプ

貯湯槽
水熱源
ヒートポンプ

P

P

■事業スキーム

施設 事業費（税込） 補助制度 裏負担

① 更生管 56,000 千円 長寿命化支援制度（率：1/2） 豊田市

② 熱回収管 5,000 千円 新世代下水道
支援事業制度（率：1/2）

豊田市
※熱供給事業者

から回収③ 熱輸送管 19,000 千円
下水道管理者
（豊田市）

ｴﾈﾙｷﾞｰｻｰﾋﾞｽ
事業者

6

４ 下水熱利用事業の概要（２/４）

※維持管理は協定により
エネルギーサービス事業者

※図中の温度は冬季の場合を示す。

約19℃

約10℃

約15℃

約60℃

約55℃

約42℃

※モデル事業としたため官地内の熱回収管及び熱輸送管は豊田市で設置
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項 目 単位
下水熱 ボイラー

1/3補助あり 補助なし 補助なし

初期設置費 千円 16,700 25,000 8,000

熱回収・輸送管建設負担費 千円 9,500 9,500 0

機器更新費 千円 0 0 2,700

ランニングコスト 千円/年 4,900 4,900 6,400

回収年 年 10.9 －

CO2排出量 t/年 94 126

削減率 ％ 25.4

◆15年当たり経済比較

• ガスボイラー ⇒ 下水熱利用給湯システムに
• 計画給湯量は27,000ℓ/日
• イニシャルコストは約1,820万円高価
• ランニングコストは約150万円/年 安価
• 約11年で逆転可能
• 約610万円／15年のトータルコスト削減
• 約25％（32t-CO2/年）のCO2削減

システム全体ではおよそ11年
で逆転（補助ありの場合）

■事業可能性の検討（事業着手時）
４ 下水熱利用事業の概要（３/４）
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経済産業省
資源エネルギー庁

環境省

省ｴﾈﾙｷﾞｰ・新ｴﾈﾙｷﾞｰ対策部

新エネルギー対策課

総合環境政策局 環境計画課

低炭素地域づくり事業推進室

地球環境局 地球温暖化対策課

地球温暖化対策事業室

地球環境局 地球温暖化対策課

市場メカニズム室

27
年
度

再生可能エネルギー熱利用加速
化支援対策費補助金

先導的「低炭素・循環自然共
生」地域創出事業のうち

ｸﾞﾘｰﾝﾌﾟﾗﾝ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業

補助率：1/3 補助率：1/2

交付対象外 交付対象

下水熱交換器が主たる補助対象
施設となるため

H27年度までの制度

H28年度は廃止

28
年
度

再生可能エネルギー事業者支援
事業費補助金

二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
L2-TECH(先導的低炭素技術)

導入拡大進事業再生可能エネルギー電気・熱自
立的普及促進事業

省co2型社会の構築に向けた社
会ストック対策支援事業

補助率：1/3 補助率：1/2、2/3 補助率：1/2、1/3 補助率：1/2～2/3

交付対象外 ※ 要確認 交付対象 交付対象外

主たる施設である下水熱交換器
（熱回収管）を市が設置するた
め交付対象外

交付対象は非営利団体

（高齢者福祉施設管理者は可）

⇒経産省×のため環境省も×

CO2削減に係る費用対効果が基
準点に達しないため不採択。

・下水熱利用事業は対象外

・CO2削減量のオーダーが○万
tの事業を対象のため、今後も
小規模下水熱利用は対象外。

× × × ×

8

■民間施設の補助制度に注意（平成２８年度 豊田市調べ）

４ 下水熱利用事業の概要（４/４）
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５ 下水熱利用事業のその後（１/３）
■効果の確認
（１）下水熱エネルギー利用の推移（給湯ヒートポンプ）

年間エネルギー利用推移 ※ＣＯＰ（成績係数）： 消費する電力量に対してど
れだけの能力を発揮しているかを示す係数であり、
値が大きいほど効率が良い
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５ 下水熱利用事業のその後（２/３）
■効果の確認
（２）光熱費、ＣＯ2排出量の推移

年間光熱費、ＣＯ2排出量推移

※ 冬季は給湯温度低下に合わせ補給用ガスボイラーを運転
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ガスボイラー 下水熱利用 削減量

エネルギー量 22,121 m3 221,207 kWh －

光熱費 － 円 － 円 ー 円
（▲57.6％）

CO2排出量 50,656㎏ 34,715㎏ 15,942㎏
（▲31.4％）

・成績係数（COP）は計画COP3.0以上の3.12が得られ、高効率な運転を維持している。
その理由として
①分流式下水のため、冬季温度が安定（17.3～17.9℃ 積水調べ）しており、熱媒温度が高い
②マンション開業により上流側の接続戸数が増加し、下水水位が増加したため、採熱量が増加
③採熱量増加に伴い、高負荷のフル運転時間が短縮でき、高効率での稼働となった

・ガスボイラーとの比較で、水熱源ヒートポンプによる省エネルギー効率は、「57.6％」と大変良好な結果
となった。

５ 下水熱利用事業のその後（３/３）
■効果の確認
◆ガスボイラー（ＣＯＰ0.8）との光熱費、ＣＯ2排出量比較

◆効果のまとめ

参考（計画値）

（削減額）
１,５００,０００円

▲２５％

※1）ガスボイラーはＣＯＰ=0.8で試算
※2）2018年2月～2019年1月分の１年間で算定
※3）光熱費、ＣＯＰ係数は電力/ガス会社の該当業務プランの公表値を使用
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６ 下水熱普及促進に向けた豊田市としての考察

12

■下水熱をよく知ろう
下水熱のメリットは環境負荷の低減と省エネ効果、デメリットは
初期投資費用が大（国の補助金などをうまく活用）
下水道に携わる職員から、多くの人、多くの部署にPRが必要

■事業スキームの検討は綿密に
下水道管渠内の熱回収設備等（熱回収管、熱輸送管）の設置、維
持管理、費用負担、リスク分担など

■国の補助制度を有効活用
国土交通省、経済産業省、環境省等下水熱利用に係る国の補助メ
ニューは多様で、毎年変わるため注意が必要

■条例など制度の整備も重要
下水熱利用に係る料金（道路占用料、暗渠使用料、下水熱利用料
など）を徴収する場合、条例等の整備が必要

暗渠使用料金、下水熱利用料金の設定に苦慮（現在未定）
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ご清聴ありがとうございました

【連絡先】

TEL：0565-34-6792（直通）

E-mail：jyougesui-kikaku@city.toyota.aichi.jp

～「ミライ・チャレンジ都市」豊田市の取り組み～
http://www.city.toyota.aichi.jp/kurashi/jyogesuidou/seibi/1013945/index.html


